
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(B)

2013～2011

追跡研究を用いた貧困・虐待・発達障害等への「根拠」に基づく早期支援方法の解明

Development of Evidence Based Early Intervention Methods for children of Poverty, Ab
used and Developmental Disabilities by a Cohort Study

２０２０１９０７研究者番号：

安梅　勅江（Anme, Tokie）

筑波大学・医学医療系・教授

研究期間：

２３３３０１７４

平成 年 月 日現在２６   ６ １８

円    14,100,000 、（間接経費） 円     4,230,000

研究成果の概要（和文）：貧困・虐待・発達障害など気になる子どもへの早期支援に向け、質の高い保育への関心が高
まっている。本研究は、経年的な子どもの発達、社会適応、健康状態、問題行動の発現への影響を踏まえ、貧困・虐待
・発達障害など気になる子どもへの科学的な根拠に基づく早期支援方法の解明を目的とした。
全国の０～６歳児と保護者への12年間パネルコホート調査を用い、子どもの特性別に発達の軌跡と関連要因について分
析した。その結果、特に家庭における保護者のかかわりの質と量など、家庭環境要因のその後の子どもの発達や問題行
動への影響の大きさを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：With increasing numbers of children of poverty, abused, and developmental disabili
ties, there is a need for high quality childcare. This study sought to compare the effects of child enviro
nment on the development, adaptation, health, and problem behavior of young children in care after twelve 
years. 
Parents completed a survey on the childrearing environment at home, their feelings of self-efficacy, and t
he presence of support for childcare. Childcare professionals evaluated the development of children. 
The results of multiple regression analysis indicate that factors in the home environment explained develo
pmental risks several years later.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 子どもと保護者への社会支援の必要性
が高まる中、乳幼児期の早い時期に貧困、
虐待、発達障害など「気になる子ども」
への適切な支援を開始することが、保育
園、幼稚園、認定子ども園など乳幼児期
の子育て支援機関において強く求めら
れている。ここでの「気になる子ども」
とは、特に支援の必要性の高い、何らか
の配慮を要する子どもと定義付ける。 

(2) 日本においては、これまでに全国の園児
を対象とした経年的な大規模データを
用いて、就学後の子どもの育ちまで追跡
した科学的な根拠に基づき「気になる子
ども」への支援プログラムを提案した研
究はまったく存在しない。 

(3) 欧米先進国においては、英国の 52 年追
跡コホート研究をはじめ、国レベルで出
生から 15 年以上におよぶ大規模コホー
トプロジェクトを立ち上げ、これらの課
題に取り組んでいる。 

(4) われわれは過去 12 年にわたり、子育て
支援や家庭環境が、子どもの発達や社会
適応、健康状態に及ぼす影響を追跡研究
してきた。その結果、質の高い子育て支
援を確保すれば、家庭における適切な子
どもへのかかわりや、保護者の育児への
自信、保護者へのサポートが、子どもの
経年的な発達状態、健康状態、問題行動
などに影響していることを明らかにし
た。 

(5) これら科学的な根拠に基づき、「保育の
質の評価指標」「園児の発達評価指標」
「家庭環境の評価指標」「気になる子ど
ものスクリーニング指標」を開発し、子
どもの健やかな発達と保育の質の関連
性を検討し、証拠に基づく評価基準を作
成し、活用のための研修会を開催してき
た。 

 
２．研究の目的 
(1) コホート研究の成果をさらに発展させ、
思春期まで追跡した根拠に基づき乳幼
児期の子育て支援機関における科学的
な根拠に基づく｢気になる子ども支援プ
ログラム｣を開発し、実用化を図るもの
である。 

(2) 気になる子どもの特性別に、発達の軌跡
と関連要因に関する学術的な知見を得
ることを目的とする。 

(3) 保育園、幼稚園、認定子ども園など、乳
幼児期の支援機関における気になる子
どもへの支援の充実に資することを意
図する。 

 
３．研究の方法 

(1) 全国の 0 歳～6 歳児と保護者を対象に、
毎年3,000組ずつ平成11～22年の 12年
間パネルコホート研究を継続したデー
タの卒園児に対する郵送追跡調査を実
施した。 

(2) 支援プログラム効果検証のための在園
児3,000名に対する質問紙調査と訪問面
接調査を実施し、「気になる子ども」の
特性別の発達軌跡と影響要因、支援効果
に関する科学的な根拠を提示した。 

(3) 乳幼児期から思春期に及ぶ長期大規模
コホートデータを用い、思春期・学童期
の子どものウエルビーイングを目的変
数に、乳幼児期の貧困、虐待などの家庭
環境要因、発達障害など子どもの特徴要
因、保護者のストレスなどの保護者特徴
要因、社会サポート要因などを説明変数
に、複合的な関連性について多変量軌跡
分析を用いて検証し、子どもの発達軌跡
に影響する要因を解明した。 

(4) 要因分析に介入研究を加え、科学的な根
拠に基づく｢気になる子ども支援プログ
ラム｣の開発を行った。 

 
４．研究成果 
(1) 「気になる子ども｣の特性別の発達軌跡
と影響要因、支援効果に関する科学的な
根拠の提示 
全国の 0 歳～6 歳児と保護者を対象に、毎
年 3,000 組ずつ平成 11～22年の 12年間パネ
ルコホート研究を継続したデータの卒園児
に対する郵送追跡調査を実施した。併行して
支援プログラム効果検証のための在園児に
対する質問紙調査と訪問面接調査を実施し、
「気になる子ども」の特性別の発達軌跡と影
響要因、支援効果に関する科学的な根拠を提
示した。 
卒園児の調査内容は、身体的精神的ウエル
ビーイング状態、家庭環境、社会サポート状
況、健康状態、社会適応、家族と子どもの属
性などであった。 
気になる子どもの経年的な発達状態、健康
状態、社会適応、問題行動の推移を勘案しな
がら、思春期・学童期のウエルビーイングを
目的変数に、乳幼児期の関連要因を説明変数
として多変量解析により影響度の強さを明
らかにした。具体的には、家庭環境要因（保
護者とのかかわり、友人とのかかわり、社会
的なかかわり、虐待傾向、経済状態など）、
社会サポート要因（子育て支援の状態、連携
など）、保護者特性要因（周産期からの育児
ストレス、健康状態、就労、年齢など）、子
ども特性要因（身体･精神面の健康状態、気
になる行動、気質など）、家族特性要因（家
族構成、きょうだいなど）、保育環境要因（保
育利用時間、保育開始年齢など）の複合的な



影響を捉えた。 
気になる子どもの発達状態、健康状態、社
会適応、問題行動などの評価は、欧米で開発
され日本で標準化された評価指標を活用し、
海外既存研究と比較検討が可能な客観的な
評価手法を用いた。 
幼児期の家庭環境におけるかかわりが、思
春期におよぶ子どもの育ちに影響している
ことが明らかにされた。 
 
(2) 科学的な根拠に基づく｢気になる子ども
支援プログラム｣の開発 
1)海外コホート研究の根拠に基づく「気に
なる子ども支援プログラム」の開発過程、内
容、評価に関する系統的レビュー、2) 思春
期に及ぶ大規模コホートデータの分析結果、
3) 保護者と子育て支援専門職のフォーカ
ス・グループインタビューにより得られた情
報、4)開発した「保育の質の評価指標」、5）
気になる子どもへのプログラム実施による
プロセス評価、6）プログラム実施のアウト
カム評価を総合的に分析し、統計的妥当性及
び臨床的重要性を加味しながら、有効な項目
を抽出して体系化し、「気になる子ども支援
プログラム」を開発した。 
 
(3) 「気になる子ども支援プログラム」の実
践活用モデルの提案 
実践の場において、「気になる子ども支援
プログラム」を十分に活用するために、具体
的な活用につながるさまざまな形のモデル
を提示した。 
気になる子どもの特性別に、子ども、保護
者、専門職、子どもの友人、近隣地域などに
向けて、実際にプログラムを活用する際の目
的、方法、進め方のコツ、把握する必要のあ
るポイント、予測される成果などを詳細に解
説した書籍およびホームページを作成し広
く利用可能とした。 
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